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ビジュアルインフォメーションターミナル システム
VisualhformationTerminalSYStem

流通業界の革新に伴い,より高度な情報システム化と,｢使い勝手+を重視した流

通新端末が要求されている､｡これに対応するために,｢情報と物+をミックスした新

しい販売形態で,消費者に映像などで商品イメージや臨場感を伝え,同時にコンピ

ュータ情報をミックス表示して使い勝手の良い流通新端末の開発が当面の急務であ

った｡このような市場のニーズに対応するため,情報を視覚化した画面に,指でタ

ッチさえすれば容易に操作できるビジュアル インフォメーション ターミナル シス

テムを開発した｡

情報の視覚化と容易な操作性を実現するために,パーソナル ワークステーション

2020などの高精細ディスプレイ上で,映像とコンピュータ情報の合成,異種メディ

ア統合技術を確立した本流通新端末は,流通業界で新販売形態を開拓･確立し大き

なインパクトを与えている｡

本システムは,だれでも容易に操作できる消費者向け端末の先進ユーザーでの具

体例を踏まえ,マルチメディア統合処理技術により,流通業界向け新マンマシンイ

ンタフェースを確立し,ニューセールス朋子充通新端末として開発されたものである｡

m 緒 言

ニューメディア機器の発展に伴い,オフィスや店頭で｢情

報と物+をミックスし映像による商品イメージや臨場感を伝

える多数顧客を対象としたシステムが出現し,流通業界では

ますますその重要性が増している｡

大容量光ディスクやビデオファイル,ICカード,電子カメ

ラなどの新デバイスの発展,ニューメディアの展開とともに,

映像(動画,静止画)や音声を含む異種情報の統合処理が重要

となっておr),i充適業界での販売形態も異種情報の統合処理

によF),消費者向けサービスの向上とともにセールスエリア

の拡大や新販売形態の開拓･確立の努力が続けられている｡

新見反売形態を開拓するために開発した｢ニューセールスシ

ステム+の-･環である｢ビジュアル インフォメーション タ

ーミナル システム+は,コンピュータ情報と映像を基調とし

図l ビジュアルインフォメーション ターミナルの外観 パー

ソナルワークステーション2020をべ一スに.光ビデオディスク,タッチパネル

によるエレクトロニック カタログショッピングシステムである(協力:株式

会社東急百貨店)｡
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たキーボードレス システムであり,消費者を対象とした流

通業界の販売活動に大きなインパクトを与えている｡

本稿では｢ビジュアル インフォーメーション ターミナル

システム+について,その概要と先進ユーザーでの具体例及

び今後のシステム動向について紹介を行なう｡

囚 ビジュアルインフォメーション ターミナル システ

ムの概要と特徴

2.1 システム構成

本システムのビジュアル インフォメーション ターミナル

の外観を図1に,クーポン端末の外観を図2に,構成例を図3

に示す｡主な構成i享,映像とコンピュータ情報を合成表示す

る高精細ディスプレイ,オペレータが操作するタッチパネル,

礫
､

〆∴ゾヾ

鬱

図2 クーポン端末 パーソナルターミナルとタッチパネル,オートカ

ットプリンタをベースとLたクーポン発券サービスシステム｢なるほど/ザ･

クーポン+である(協力:フジサンケイグループ)｡
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映像･文字合成回路
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図3 ビジュアル インフォメーション システム構成例 映像倍

速機構による高精細ディスプレイヘの映像と文字情報の合成表示制御,及びタ

ッチパネル入力によるキーボードレスシステムをべ一スとLたシステム構成と

なっている｡

映像と音を出力する光ビデオディスクとスピーカ,用紙への

出力用プリンタ,及びこれらを総合的に制御し弓重力なオンラ

イン機能をももつシステム装置から成る｡システム導入時に

システム立上げ時だけキーボードを使用し,システム セット

アップが終了すると,それ以降は操作概要(図3参照)に示す

ようにキーボードレス システムとして,オンラインによる情

報と画面タッチによるオペレータ情報とによI)消費者向け端

末として動作する｡更に,リモートパワーオン･オフ機能を

付加し,システム自動立上げ,終了などの自動制御を可能と

し,無人運転への対応も可能である｡

図3中で,ビジュアル インフォメーション ターミナル構

成は,映像と文字情報を合成し,タッチパネルを介して操作

する構成例を示す｡また,クーポン端末構成では,リモート

パワーオン･オフ機構及びオートカットプリンタの付加によ

り,システムの全自動立上げ,クーポン券などの自動発券処

理も可能な構成例を示す｡

2.2 システムの位置づけと特徴

映像処理の手段としては,静止画をディジタル信号で処理

できるコンパクトディスクほか各種画像検索システムの比較

を表1に示す｡本システムの特徴は次に述べるとおりである｡

(1)ホスト直結も可能な強力なオンライン機能に加え,タッ

チパネルによる画面タッチだけで操作できるキーボードレス

システムであり操作が簡単である｡

(2)高精細ディスプレイ上に,カラーの動画,音声及び静止

画を検索出力でき,かつコンピュータ情報をスーパーインポ

ーズ機能により重ね表示し,情報を視覚化した｡

(3)小形･軽量でしかも安価である｡

(4)豊富なオプション接続が可能であり,リモートパワーオ

ン･オフなどにより,無人運転への適用も可能である｡

以上の特徴を表1の他システムと比較すると,映像上は他

のイメージ処理,マイクロフィッシュ検索システムに比較し

二劣るが,音声付き動画と文字情報をミックスLたシステムが

比較的小形･安価に実現できる｡

更に,キーボード入力操作を不要とし画面タッチだけで操

作可能なタッチパネルによる画面タッチのキーボードレス シ

ステム,高精細ディスプレイへの見やすい映像出力により操

作性にも優れた点をもつ｡

田 ハードウェア

3.1映像(動画)と文字情報の合成技術

高精細ディスプレイ上に,ビデオディスクからの映像とコ

ンピュータ情報とを合成表示する本システムの制御ブロック

を図4に示す｡

ビデオディスクからの映像を,スキャンコンバータ(倍速機

構)により水平周波数を倍速化し,ノンインタ山レス制御でビ

デオディスクとディスプレイ制御部の同期をとり,高精細デ

ィスプレイ上に文字情報と合成表示する｡

スキャンコンバータのブロックダイヤグラムを図5に示す｡

RGB信号のレベル変換及びNTSCコンポジット信号からRGB

信号への変換をはじめ,アナログディジタルの相互変換の上,

ディスプレイの水平走査周波数を倍速化する｡

本スキャンコンバータを核として,高精細ディスプレイ上

で映像表示と‾文字情報の合成を実施した｡

3.2 操作性向上へのアプローチ

(1) タッチノヾネルとキーボードレス システム

視覚化された映像･‾文字情報の合成によ-),画面上にガイ

ダンス表示し,タッチパネルを介して本システム利用者が画

面に指でタッチすれば操作でき,極めて視覚化された操作性

の良いシステムを構築することができる｡

本システムの操作性の良否は,画面上に表示する映像と‾文

字ガイダンスの画面設計が特に重要である｡タッチパネル使

表t 各種画像検索システムの比き校 本システムは,オンライン機能をもったワークステーションの高精細ディスプレイ上で,音声付きビデオディスクが

比重交的小規模かつ安価である｡

システムの種類
項目

画 像 1言号の形態 記録媒体 書込 更 新 了坪像 力 用 途 システムの規模

ビデオディスク画

像検索

カラー

動画,静止画

(音声付き)

アナログ ビデオディスク
技術的には

可

約5本′/mm

(≡竿慧芸忘芸プ)
画像,書矩,資料の蓄

積･検索
小

CD-ROM画像検索
カラー

静止画
ディジタル 光ディスク 可 技術的には可 r司上

書襲頁,資料,画像の蓄

積･検索
′+､

イメージ処王里

(イメージ入出力)

モノクローム静止画

(冨誓竺芸は)
ディジタル

光ディスク

可

技術的には可
書葉頁,図面,画像など

の編集･合成･蓄積

中一､大

に三㌶三三芸)石義気ディスク

l

可

約8本 mm

マイクロフィッシュ カラー
(写真) フィノレム 不可 技術的には可

12､20本′ノmm 書頼,賛料などの蓄積･
小､中

検索 静止画 (写真の解像力) 検索
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図4 映像･文字情報合成制御 ビデオディスクからの映像を,スキ

ャンコンバータ(倍速機構)により水平周波数を倍速とL,文字情報と合成の上,

高精細ティスプレイに表示する..

RGB

入力

NTSC
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信号
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ブランキング

制御
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フィルタ
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クロマ信号処理
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画像メモリ

タイミング

発 生

マルチ
RGB処理

図5 スキャンコンバータのブロックダイヤグラム ディスプレイの

水平走査周)度数を倍速する｡スキャンコンバータのブロックダイヤグラムを示す｡ノ
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注:○印(システム装置への伝送座標データ)
● 印(検出した座標データ)

′‾1
l､ノ 印(タッチ入力範囲)

図6 タッチパネル座標検出 倍精度時の座標検出を示す

ビジュアルインフォメーションターミナルシステム 973

用上の画面設計への配慮方法として,指の大きさと押しやす

さを配慮して,図6に示すタッチパネル座標検出を採用した｡

タッチパネルは,光学式センサの光ビームが横40本×縦24

本のマトリックスを構成し,指タッチなどで光ビームを遮断

することにより,タッチ入力座標を検出する｡また,複数の

連続した光ビームが遮断された場/針ま,検出した範囲の中心

座標を入力データとして検知する｡

タッチパネルの座標検出精度には,通常精度,Ⅹ方向倍精度,

ⅩY方向倍精度の3種があるが,図6にⅩY方向倍精度時の座

標検出例を示す｡

(2)オートカット プリンタ

クーポン端末では,人間工学上からのアプローチとして,

クーポン券の自動排出及びクーポン券取出し口の安全性も配

慮したオートカット プリンタを開発した｡

本発券プリンタにより,用紙操作などに関する端末側の人

的ミスも防止し,クーポン端末利用者への対応を可能とした｡

また,クレジット用としてICカードをセキュりティ機能及

び耐ノイズ性へ信頼性対策も踏まえ活用している｡

El ソフトウェア及びマンマシンインタフェース

4.1 アプリケーション ソフトウェアとのインタフェース

本システムとアプリケーション ソフトウェアとのインタフ

ェースを図7に示す｡アプリケーション ソフトウェアは,

(1)表示すべき映イ象

(2)映像選択に必要な各種情報と処理

(3)オンラインによる情報更新と無人運転制御

などの各要素に分析され,画面タッチ入力に基づき映像ファ

イル,ディスクファイルの制御･検索･処理が実行される｡

4.2 入出力機器インタフェース

ビデオテ小ィスクについては,専用,RS-232C,IEEE-488バ

ス接続方式などがあるが,システム形態,コストなどの条件

を考慮して選択する｡

タッチパネルはRS▼232C,プリンタはセントロなどはん(汎)

用インタフェースをそのまま活用し,ソフトインタフェース

も標準化した｡

B アプリケーションへの応用例

5.l エレクトロニック カタログ ショッピング システム

本システムの応用例として,株式会社東急百貨店がシナリ

オ,ビデオ画像ソフトウェア製作に協力を得た｢エレクトロ

ニック カタログ ショッピング システム+について紹介する｡

このシステムは,店頭でのニューセールス方法の開拓を目

的としたもので,業界にも大きなインパクトを与えた｡本シ

ステムの処理のi売れを図8に示す｡

本システムは,流通業界の新販売形態開拓のために開発さ

れたもので次に述べるような特徴をもっている｡

(1)ユーザーは映像･文字合成の視覚化された画面を見て,

画面タッチするだけで音声と表示で誘導され,商品紹介から

商品選択,発注までの一連の処理を簡単な画面タッチ操作だ

けで実行できる｡

(2)ユーザーニーズをコンピュータ内で集計･分析し,市場

でのニーズや人気商品を数値で寸巴握できる｡

(3)営業マンも本システムを活用し,ユーザーへの商品説明,

販売などを容易に実施できる｡

5.2 クーポン端末システム

主婦を中心とした多数顧客が使用する店頭設置のクーポン

発券端末として,フジサンケイグループの協力のもとで本シ
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アプリケーション ソフトウェア

映像

(∋
映像ファイル

ビデオディスク
プレーヤ

情報 処理
映像･文字情報 検索･更新

昭一
ディスクファイル

フロッピーディスク
固定ディスク装置

♂
メモリ

パーソナルワークステーション2020システム制御装置

L

ディスプレイ表示

若>■>■>
骨

画面にタッチして

ください〔.

商品力タログ画面

選択商品情報表示

選択商品詳細情報

表示

ショッピング案内の画面表示

(動画,音声付き)

画面タッチで商品力タログ情

報の表示

商品選択の該当項目タッチで

選択商品の詳細情報表示

購入希望商品であれば画面

タッチ

商品発注処理

オンラインデータ更新

映像･文字情報

合成表示

ディスプレイ

図8 エレクトロニック カタログ ショッピング システム ビジ

ュアルインフォーメーションを利用したショッピングシステムの処理の流れを

示す｡

ステムは下記要件に基づき図9に示すとおり構築した｡

(1)多数顧客が操作するため,操作は簡略,操作ミスを防止

すること｡このためタッチパネル,オートカット プリンタ接

続によるワンタッチオペレーションとクーポン券の自動排出

を実現した｡操作はタッチパネルだけとし,操作ミスの防止

も実現した｡

(2)運用者は非専任のため､端末の無人運用,ホストでの統

制,障害監視の自動化が必要である｡このため,運用(電源投

入,発券業務,データ集配信,電源断)の全面自動化を実現し

た｡また,ホスト統制機能(データ集配信,端末障害情報の管

理)を強化し,用紙切れや用紙ジャムの検知とメッセージの画

面出力でユーザーガイダンスも充実さ平た｡

(3)店頭設置のため安全性の確保とソフトウェアの一斉保守

を可能とすること｡このため安全性を配慮した専用きょう(筐)

体の開発と,ユーザーレベル(UP,MAP,カタログ)の一斉

保守方式を実現した｡

本システムにより,店頭設置のより良いマンマシンインタ

フェースを確保したクーポン端末を実現することができた｡
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図9 クーポン端末システム より良いマンマシンインタフェース実現

のため,端末の無人運転とクーポン端末利用者の操作簡略化を実現している〔

l司 結 言

パーソナル ワークステーションとビデオディスクプレーヤ,

タッチパネルなどを結合し,映像や音声などを含む新しい画

像処理ビジュアル インフォメーション ターミナル システム

を開発した｡

煩雑なキーボード操作を不要とし,画面タッチだけの操作

が簡易なシステムであると同時に,静止画及び音声を伴った

動画処理も可能であり,パーソナルワークステーションの機

能を更に視覚化して,対話形検索内容に応じた画像検索を実

現した｡

本システムのプロトタイプをフジサンケイグループ,株式

会社東急百貨店の御協力により開発し,商品案内･販売など

の新販売形態の開拓に極めて有効なシステムであることが分

かった｡

今後,更にマルチメディア情報の統▼一的管理と通信(LAN:

LocalAreaNetwork,など)も考慮し,操作性の容易な画面

タッチのキーボードレス システムとして発展させる計画であ

る｡
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